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第八章「疎開者としての永井荷風」では 1945 年 3 月 10 日の東京大空襲で偏奇館が焼失してしまったの
を機に荷風が岡山へ疎開する足取りを検証している。特に荷風が岡山に疎開した 1945 年 6 月 12 日～8 月







































(2)  論文の評価 
 全体として高い学問的価値を有する話題が手堅く論述されており、これまで停滞期と言われて低い評価
しか与えられていなかった時期の荷風作品を新たに読み直すことに成功している。先行研究の吟味も行き
届いており、豊富な同時代資料を活用して説得力のある論が展開されている。さらに、〈玉の井〉関連の論
考では、これまで明らかになっていなかった新事実を実証的に示すことに成功しており、昭和戦前期～戦
後にかけての荷風の表現に一貫した方法を見出すことに成功している。全体としてこれまでの荷風研究の
水準を越えた議論が展開されており、手堅い事項調査も含めて高い学術性を示した論文だと評価できる。 
 
